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写真3 • 4 サギスゲの自生地

残念でなりませんが、このようにしなければ、生育環境 

の変化や絶滅から守れない現状を見ると悲しくなってき 

ますが、ある反面、安全とはいえないまでも、安心でき 

ます。牧野新日本植物図鑑（ 1977)のサギスゲの説明に、 

神戸六甲山とあるのはここイモリ谷のことと思います。 

また、紅谷進二編 r兵庫県植物目録J (六月社書房、19 

71 )によれば、“六甲山奥池（絶滅種）”となっています。

花期は、 6 月上中旬で、この頃この池を訪ずれると、

てんてんと輝き、あたかも真白いサギが遊んでいるよう 

に見えます。他に、カキラン、モウセンゴケ、 トキソウ、 

フトヒルムシロ、ヒツジグサ、 ミズギボウシ、サワシロ 

ギク、ショウジョウバカマ、サワアザミ、アリノトウグ 

サが自生し、湿原の妖精ハッチョウトンボが生息してい 

ます。これから、この小さな小さな池に自生する宝石の 

ように光り輝くサギスゲが、理解ある人々によっていつ 

までも守られていくことを願っています。

野 尻 湖 の 水 草 一 1980年一

角 野 康 郎
ソウギヨの放流によって野尻湖の水生植物が壊滅した 

事情は、桜井先生の報文 （ 27頁）に詳しいが、私は1980 

年 7 月28日に野尻湖を訪れ、水生植物の調査を行なって 

いる。この時期は、ソウギヨが放流されて2 年後、よう 

やくその除草効果が現われ始めた頃という。私は、ソウ 

ギヨが放されているとはつゆも知らなかったが、どうや 

ら壊滅直前の水生植物相をしたことになったようだ。

その時点では、 「湖底を見せぬほど」とまではゆかな 

いが、かなりの量の水草が生育していた。優占していた 

のは、ヒルムシロとコカナダモである（桟橋付近）〇コ 

カナダモの侵入•繁茂が漁業に支障を与え、ソウギヨ放 

流の原因になったのではないかと推察する。その他に、 

クロモ、ホザキノフサモ、セキショウモ、イトモの生育 

を確認した。

(20頁よりつづく）
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